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11
月
24
日（
火
）、
茂
木
市
長
は
、
安
中
市

庁
舎
に
関
わ
る
市
民
懇
談
会（
会
長
　
群
馬

大
学
社
会
情
報
学
部 

小
竹 

裕
人
准
教
授
）

か
ら
「
安
中
市
庁
舎
に
関
わ
る
提
言
書
」
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　
６
月
か
ら
全
５
回
に
わ
た
り
開
催
し
た
同

懇
談
会
で
は
、
市
内
団
体
や
公
募
市
民
、
学

識
経
験
者
な
ど
が
参
加
し
、
庁
舎
整
備
の
あ

り
方
や
庁
舎
の
機
能
、
役
割
、
立
地
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
、
提
言
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
の
一
部
や
今

後
の
市
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

○
市
役
所
本
庁
舎
の
現
状

　
本
庁
舎
の
う
ち
旧
庁
舎
が
建
築
か
ら
60
年

以
上
、
中
庁
舎
が
50
年
以
上
経
過
し
、
特
に

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
耐
震
性
能
ラ
ン

ク
は
旧
庁
舎
が
Ｄ
ラ
ン
ク
で
「
耐
震
性
能
が

非
常
に
低
く
大
規
模
な
改
修
が
必
要
」
、
中

庁
舎
が
Ｃ
ラ
ン
ク
で
「
耐
震
性
能
が
低
く
補

強
が
必
要
」
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
大
規
模
な
地
震
の
発
生
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
高
く
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し

て
い
な
い
た
め
、
利
用
の
際
の
利
便
性
も
低

い
状
態
で
す
。
第
1
回
会
議
時
に
委
員
の
皆

さ
ん
に
は
庁
舎
を
見
学
し
、
そ
れ
ら
の
現
状

を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

○
今
後
の
市
の
取
組

　
提
言
書
の
内
容
を
十
分
に
尊
重
し
な
が

ら
、
市
に
お
い
て
庁
舎
整
備
の
方
針
に
つ
い

て
具
体
的
な
協
議
や
検
討
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
過
程
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
広
報
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
様
々
な
方
法
で
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
そ

の
際
は
お
気
軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

○
提
言
書
の
内
容

　
提
言
書
に
ま
と
め
た
委
員
の
提
言
を
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す（
表
現
の
一
部
を
変

更
し
て
あ
り
ま
す
）。
今
回
の
掲
載
内
容
は

提
言
の
ご
く
一
部
で
す
の
で
、
提
言
書
の
詳

細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ご
利
用
に
な
れ
な
い

人
は
、
□本 

企
画
課
ま
た
は
□松 

総
務
管
理
課
ま

で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
提
言
書
を
お
渡
し

し
ま
す（
無
料
）。

本

委員の主な「提言」を紹介します

「
安
中
市
庁
舎
に
関
わ
る
提
言
書
」
を

安
中
市
庁
舎
に
関
わ
る
市
民
懇
談
会
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た

企
画
課
企
画
調
整
係
（
☎
内
線
１
０
２
２
）　

▲市ホーム
　ページ ▲庁舎内を見学し、職員の説明を聞く委員

（右から久米委員、石井委員、半田委員、髙橋委員、小竹会長、小川副会長、茂木市長、こうめちゃん）

旧庁舎中庁舎保健
センター

西庁舎

新庁舎

※合併後のまちづくりのため、対象事業費の95％ま
で借入れでき、また、返済額の70％が普通交付税で
措置される有利な借入れです

市民の利便性のために、行政サービス
の窓口は松井田庁舎や谷津庁舎などに残すべ
き。デジタル技術を活用しながら今ある施設

を有効活用してもらいたい。

なるべくお金をかけずに、
外装などはこだわらないでシン
プル、コンパクトな庁舎を作っ

てもらいたい。

少なくとも旧庁舎と中庁舎は耐震性能が
とても低く、使いづらいので取り壊す。効率的な
建物にするための機能など工夫しながら新しく

建て替えるのがよい。

現在地や旧安中高校跡地の周辺は、西
毛広域幹線道路が通り、ますます便利になる。商

業施設や市内団体の事務所、美術館など多くのお客
さんが来るように、それぞれの場所の跡地利用も

含めて庁舎の立地を検討するのがよい。

子どもや高齢者、誰でも使いやすい
ようにバリアフリーに対応してほしい。間仕

切りのないレイアウトにすると市役所組織の変
更がしやすく、市民も窓口がわかりやすいた

め、利用しやすい。

子どもやみんなが遊べる公園や、イベントなどで多目的に使
える広場やカフェなどのテナントスペース、多世代の市民が交流できる

スペースがあるといい。

現在地跡地は道の駅など誘客でき
る場所にする（西毛広域幹線道路沿いの

立地を活かす、市の発展のため）。

旧安中高校跡地が最適
である（広場や事務スペース
が広くでき、利便性が高まる

ため）。

建て替えには合併特例債※を利用すべき。

市庁舎は防災拠点として市民
の命を守る建物であるべき。災害時

の防災広場や仮設テント、仮設住宅の
設置でも使える広場を作るなど、防

災機能を高めてほしい。

JR信越本線沿いな
どに庁舎を作って新し

いまちづくりをする（商業
施設、住宅団地の新設

が期待できるため）。

現在地で旧庁舎・
中庁舎だけ建て替え
る（建設コストの削減

のため）。

安中市役所本庁舎図


